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Ｉまえがき

アオウミガメは小笠原の地域産業として、明治時代重要な漁業であったにもかかわらず、適切な漁

業管理が行われなかったため資源が枯渇して今日に至っている。小笠原水産センターでは昭和４８年

の開所以来、アオウミガメの資源回復の一環として生態調査、稚亀・親亀の放流試験を行ってきたが、

規模は小さく、むしろ漁業者の資源管理のための啓蒙を主眼としてきた。ところが、昭和５４年ワシ

ントン条約＊批准の動きが出ると共に、ウミガメ放流の重要性がにわかに認識されるに至り、水産セ

ンターで行われているアオウミガメ放流試験を見直す必要が生じたため、国の助成を得て回帰率を高

める手法を研究することとなった。

アオウミガメは水産生物として日本での評価は低いが、ヨーロッパ及び開発途上国における食用的

価値は他のウミガメ類中最も高く、食用以外に皮革、装飾用としても重要である。一方、アオウミガ

メの餌料は未利用資源である藻類・腔腸動物が主体で、これらの摂餌により、人間に高度の動物蛋白

と装飾原料を提供する為、海洋を利用した粗放的な増養殖が可能となれば、将来、魅力ある水産生物

といえよう。

今迄の標識放流結果から見ても、今だ充分な結果を得ていないか、その回遊域は広く、－都道府県

で保護できる生物ではなく、全国的な規模で対応されなければたらないし、更に国際的協力も必要で

ある。

本報告は、アオウミガメの増殖技術改良に関する研究の昭和５７年度の報告であるが、３ヶ年の研

究結果から得られた問題点および課題を併せて報告する。

Ｈ調査研究結果及び考察

１種苗生産

（１）採卵用親亀

本年度のアオウミガメ親亀の捕獲頭数は１１７頭であった。捕獲場所は例年通り、母島が多い。

月別、島別の捕獲状況は表１の通りである。捕獲された親亀の甲長（直甲長）及び体重組成を図１，

２に示したが、このうち採卵に用いられた親亀３８頭の甲長範囲は８２．３～１０６．７Ｃｌ､、平均甲長

９４．００１７z、体重範囲は９５．０～１６７．０〃、平均体重１３３．６〃で、図１，２中、黒色部分で示し7そ゜

＊野生の動植物の絶滅のおそれのある種の国際取引に関する条約（昭和５５年４月２５日国会承認、

同１０月１日効力発生）＿

－１－



表１月別捕獲量

海域 母島列島 聟島列島 計父島列島
年月

７（７３３．０）

4５（５，１２３．０）

4９（５，６０４０）

７（733.0）

５０（５，６７１５）

５８（６，６６１５）

１（157.0）

１１６（13,223.0）

昭和５７年３月

４月

５月

８月

5（５４８５）

7（８２９．５）

1（１５７．０）

２（２２８．０）

1０１（１１，４６０．０） ２（２２８．０）１３（1,535.0）計

数字は頭数、（）内数値は重量（ｋ９）
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図１捕獲亀甲長組成図

■採卵用親亀
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(2)産卵

本年度の産卵は５月１２日始YfD、８月３０日に終了した。産卵は延べ１２７回おこなわれた。

旬別産卵頭数は図３に示した通りで、産卵盛期は７月上旬であった。１頭当り平均産卵回数は､3.2

回（１～６回）、１頭１回当り平均産卵数は１０４粒（２２～１６７粒）であった。

平均産卵回数が前年（４．２回）に比べ少なかったが、これは産卵期間中に台風が接近し親亀を陸

上へ引揚げた（６月２６日台風５号．３０日台風６号、７月２９日台風１０号）ことが影響している。

(3)採卵、埋卵

産卵数は１３，４２８粒（１２７腹）であったか、この内親亀の個体判別の出来なかったものが２

腹２６７粒であった。この他、胎内卵が１腹９１粒あり、総卵数は１３，３５６粒となった。なお埋

卵方法は前年度と同様であった。

(4)ふ化（巣穴からの脱出時）

平均ふ化日数は５３日間（４５～６６日）で、期間中の地中温度を表２に月別のふ化状況を表

３に示した。平均ふ化率は５３．１％（Ｏ～９８．５％）で前年に比べ約５％低下した。これは台風お

よび大雨による雨水の浸透で、後期胚死亡が多かった事が原因と思われる（表３参照）。

表２ふ化場における旬別地中温度

平均温度 温度範囲

２６．８～２７．８℃

２４．４～２７．２

２６．５～２９．０

２８．５～２９．５

２５．０～３０．０

２５．０～２９．０

２９．１～３１．５

２９．６～３１．５

２９．１～３０．５

２８．６～２９．５

２８．９～３０．０

２６．０～２８．２

２８．０～２９．４

月旬

5／１３～２０中旬

下旬

６月上旬

中旬

下旬※

７月上旬

中旬

下旬※

８月上旬

中旬

下旬

９月上旬※

中旬

℃１
９
８
１
４
５
０
１
０
４
７
６
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
５
７
９
９
７
１
０
０
９
９
７
８

２
２
２
２
２
２
３
３
３
２
２
２
２

※台風
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表３産卵場産出卵の旬別ふ化率

埋卵数 ふ化数

月一明

旬
一
帆
川
畑
帆
川
田
帆
殉
燗
帆
殉

％

率
０
４
８
５
６
９
６
５
６
８
０
１

化
４
３
８
８
爪
５
１
０
６
４

３

ふ
４
５
５
６
６
７
３
２
１
７

５

８
５
５
０
２
４
９
２
２
１
０

９
３
１
８
８
８
７
７
５
１
２

４
７
１
０
６
５
４
７
２
１
１

，
９
９
，
９
９

２
２
１
２
１
１

５
７
１
０
５
４
５
６
２
１
１

２
２
１
２
１
１

３
２
０
４
１
８
８
５
３
１
０

９
３
８
６
７
４
４
４
５
１
２

４
７
０
０
６
５
４
７
２
１
１

，
９
９
，
９
９

２
２
１
２
１
１

７
１
３
３
０
４
７
７
２
３
０

１
９
２
１
３
３
５
５
４
８

２
３
２
４
１
９
４
３

９
９
７
９

１
１
１
１

６月

７月

８月

１２６ １３４２８ １３，２６５ ７２４７計

表４親亀とアルピノ出現との関係

卵

芸＝Ｔ亟麸i雲
産 数回

親亀Ｎｑ
６
０
８
８
３
５
９
０
５
２
５
１
７
７
１
１
３
０

ｍ
沈
肌
〃
加
舵
的
加
沈
〃
γ
舳
肌
、
卵
、
伽
朏

１
１
２
１
５

１
４
６
２
１
２
２

１
１

２

●
○
○
●
○

●
○
●
○
●
○
○

○
○

９
４
４
０
７
０
３
４
０
２
０
７
８
２
２
９
９
６

れ
り
〃
、
〃
Ｍ
〃
Ｍ
Ｍ
Ｍ
鞄
り
卵
ヴ
功
汕
け
り

１

×
×

×
×
○

５
３
４
６

９
２
７
７

汕
加
加
加

加
加
舵
沈

１
１
１

×
○
○
○

×

３
４
９
４
７
０
６
６
８
４
３
８
０
９

油
ワ
ワ
Ⅵ
γ
加
肌
ワ
ワ
ワ
肌
叱
加
加

○１

仏
鮒
Ⅲ
皿
囲
別
Ｍ
ｎ
刈
川
川
川
川
Ⅲ
川
川
川
柵
一
計

1

7/2８

１
６
６
１
１
１
１
４
２
２
２
２
１
２
４
１
｜
別

２

○４

I

１
１

○
○

１
６
１

8／１

○２

7/i２１ｘ

○２

○３

10

日付……産卵日●アルピノ奇形○後期胚死亡アルピノ奇形×後期胚死亡未調査
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(5)奇形

本年ふ化した仔亀に前年同様、アルピノ、眼球欠損、背甲板奇形か出現した。

①アルピノ

１０頭のアルピノが出現した。又、発生途中で死亡した２，３４８粒の卵の内、１，３８９粒を調

査したところ５８粒にアルピノが見られた。親亀とアルピノ出現の関係を表４に示した。

②眼球欠損

眼球欠損は計４５頭、うち片眼欠損１１頭、両眼欠損３４頭であった。親亀と出現の関係を表

５に示した。

表５親亀と眼球欠損亀出現との関係

卵産 回 数 計
親亀ＮＱ

２ ３ ４ 両眼 片眼１

１
１
１
４

１
１
１
１

●
●
●
●

●
○
○
○

●
○
●
●
●
○
●

Ⅶ
”
Ⅱ
Ⅶ
い
い
ｗ
ｗ
ｗ
蜘
砒
ｗ
ｗ
ｗ
Ⅶ

加
幽
棚
皿
Ｍ
Ｍ
ｎ
刈
川
川
川
川
川
川
畑
一
計

１
１
１
９
２
３

×
×

３
４

６
０

加
加

加
加

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
列
１
１
－
－
１
－
－
－
－
－
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
引
川

●
●
○

×
×

３
９
７

０
４
１

加
加

、
舵

〃
〃

１
５
１
２
１
４
２
２

○
●
○
●
○
●
○
●

６
０
８
３
９
０
５
１
５
９
５

Ｍ
舵
〃
舵
、
加
舶
功
γ
加
〃

１

１

２
１
１
２
１

４
１
１
５
１
４
１

１
１

二;::|雪:●1…
３４ １１

日付…産卵日●…両眼欠損×…ふ化率０％○･･･片眼欠損
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③背甲板奇形

アオウミガメの背甲板配列は椎甲板５枚、左右助甲板各４板の計１３枚であるが、今年ふ化し

た仔亀の１５．１％１，０９２個体に奇形がみられた。

奇形の形状は７０例ほどあり、椎甲板３～１１枚、助甲板１～７枚、背甲板合計数１０～２２

枚であった。主な甲板配列形状を表６に示した。このうち最も出現率の高かったものは椎甲板６、

左右助甲板各４板の形状で、奇形個体中の２１．０％を占めた。なお、捕獲された親亀の背甲板奇

形の割合は８％であった。ふ化仔亀の配列奇形出現と親亀の関係は表７に示した。

表６主な配列形式と出現頭数

総背甲板数

１２

椎甲板数

数頭
８
４
９
１
９
１
０
２
２
５
０
０
４
０
８
８
９
８
２
６
１
６
５
５
６
６
６
４
８

０
７
２
７
１
８
６
３
１
１
１
１
４
１

３
１
１

２

現
１

２
１

出

４
６

４
３

４
３

５
５
６

５
４
４

４
５
４

１４

５
５
６
６
７

５
６
５
４
４

５
４
４
５
４

１５
５
５
６
６
７
７
８

６
５
５
６
５
４
４

５
６
５
４
４
５
４

１６

１７

６
５
６
５
４
４

５
５
４
４
５
４

６
７
７
８
８
９
７
８
８
９

５
５
４
４

６
５
６
５

１８

５
５

８
９

６
５

１９
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表７個体別産卵ふ化数と配列奇形出現率

親亀Ｎｏ．

３６

４４

４６

４９

５１

５２

５８

５９

６０

６１

６２

６７

６９

７１

７４

１６７

１６９

１７０

１７８

☆１８１

☆1８４

１９０

１９４

１９９

３０１

３０６

３０７

３１０

３１４

３１５

３１６

３２０

３２３

３２４

３２６

３２９

３３１

３３４

２５０

５６３

親亀Ｎｑ不明

計

率
％
３
８
１
１
２
０
２
９
２
５
３
５
３
６
０

●
●
●
■

形
０
８
５
６
７
５
８
０
６
２
３
４
１
０
６
２

１
１
６
２

１
１
２
１
１
３
１
１

奇

粒６
２
８
０
５
０
６
７
８
３
１
２
２
９
５
７
５
４
４
３
１
１
１
６
４
１
４
１
１
７
１
６
９
９
５
６
２
２
０
９
２

５
１
９
０
８
７
５
７
１
０
４
２
７
０
２
６
２
４
２
８
３
３
４
６
１
２
７
１
０
７
３
１
５
３
４
３
９
８
６
６
６

３
１
３
２
４
３
１
５
２
４
６
３
１
４
１
３
２
３
４
６
４
４
３
３
３
４
１
４
３
１
１

３
２
２
３
３
３
３
２

１＊

腹１
３
２
５
２
４
３
２
４
２
４
５
３
２
４
２
３
２
３
５
５
４
４
４
３
２
５
１
４
３
２
１
１
４
３
３
３
４
４
３
２

粒８
２
９
０
７
３
１
０
２
６
２
４
２
９
１
１
３
４
７
５
６
２
４
２
４
１
６
２
０
７
１
７
２
０
８
６
２
５
０
０
７

５
１
９
１
８
７
６
８
２
０
５
２
７
２
３
７
３
４
２
８
３
３
７
７
１
２
７
１
１
７
４
１
６
４
４
１
９
８
７
７
６

３
１
３
２
４
３
１
５
２
４
６
３
１
４
１
３
２
３
４
６
４
４
３
３
３
４
１
４
３
１
１

３
２
２
３
３
３
３
２

頭 頭

２
３
１
６
９
８
４
８
１
６
７
１
２
９
１
８
１
５
７
４
６
３
５
８
３
３
５
５
５
１
４
６
４
４
９
２
１
２
８
６
３

５
２
８
７
１
２
９
６
７
０
２
２
２
７
４
０
２
６
３
２
６
０
５
１
５
０
３
９
６
８
６
５
８
７
４
９
６
７
７
５

１
１
１

２
２

２
１
２
４
２

２
１
２
１
１
２
２
２
３
１
２
１
２

１
１

１
１
１
２
２
１
１
１

０
８
７
０
３
５
８
０
４
９
８
０
０
３
５
３
７
８
２
６
０
６
０
１
２
９
５
０
７
２
１
５
２
５
７
０
３
４
６
８
１

２
３
５
５
１
１
４
３
２
６
７

４
１
２
２
４
２
６
４
１
４

２
１
１
２

１
２
１
２
４
１
３
１
３

２＊

(4)

(1)

(3)

(1)

(8)

２２．４

１３．２

１９．７

８．８(1)

(1) １３．１

７．０

１９．７

５．９

１２．１

２８．６

８．７

１３．７

１．２

２２．７

３．７

１３．６

９．５

１４．１

１４８

５．３

２０．２

１０．２

２０．３

１５．１

(1)

(1)

１２７１３３０８１３１４５７２２６２１１０９０

☆背甲板奇形親亀＊１Ｎｑｌ９４の卵２９粒を含む。
＊２Ｎｏ．１６９のふ化稚亀３３頭の内の配列奇形混入（

－８－

）内は逃亡防止用ネット外のふ化稚亀



２放流

（１）ふ化稚亀の放流

昭和５７年７月１９日より９月２５日までに３０回、計５，８５２頭の仔亀を放流した。

は父島４ケ所、母島１ケ所でそれぞれの放流頭数を表８に示した。

放流場所

表８ふ化稚亀の地域別放流頭数

島 島

放流頭数

父

放流場所

Nｑｌ小港海岸

２コペペ浜

３扇浦

４屏風谷

計

母

放流頭数 放流場所

Nｑ５沖港２，６４２

１６４

５１８

２８

2，５００

計 ２，５００3，３５２

図４放流地点位置図

1．小浜海岸２．コペベ浜３．扇浦４．屏風谷

－９－

､
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Ｉ
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刀

Ｏ
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(2)親亀・未成熟亀の標識放流

昭和５７年４月３日より５８年１月１日までの間、合計１９回、計１７６頭の放流を行った。方

法は前年同様で、親亀には右前肢、右後肢に各１枚、未成熟亀には右後肢に１枚のプラスチック製

の標識を装着した。放流結果を表９に示した。

表９未成熟亀、親亀標識放流結果

標識番 号 備考

産卵雌亀

〃（再捕亀）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ウエントノレ

〃

産DB雌亀

親雄亀

産卵雌亀

〃

１０頭の平均

産卵雌亀(再捕獲）

産卵雌亀

〃

〃

〃

８８頭の平均

３８頭の平均

ウェントル

〃

産ﾘﾛ雌亀

〃

〃

１０頭の平均

放流月日
－

５７．４．３

６
６
６
７
８
５
３
４

５
６
７
８
０

９
０
９
０

０
１
２

０
０
３
１
１
８

５
９
９
９
９
９
０

０
０
０
０
０

０
１
３
４

６
４
４

７
２
２
６
０
７

１
１
１
１
８

９
７
３
３

３

－
赤
赤
黄
赤
黄

債
赫
肺
赫
赫
肺
赫
赫

赫
赫
赫
赫
一

赫
肺
術
荷
一
黄

赫
赫

４
５
６
７
８
９
０
４
２
３
５
６
７
８
１
３
９
０
９
０
０

１
２
１
２
３
６
４
５
６
爪
８

両
両
別
別
刈
測
４
４
４
４
４

９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
９
６
０
１
３
４
０

６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
５
７
７
７
７
８

黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
黄
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
伽

識
４
４
４
４
４

標
７
７
７
７
７

夕
黄
黄
黄
黄
黄

チスー
フ

プ島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島

父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父
父

谷
谷
港
港
港
村
ぺ
谷
谷
谷
谷
谷
ぺ
地
谷
浜
シ
沖
浦
浦
浦
一
噸
噸
港
鵬
鵬
ぺ
村
村

ぺ
風
風
風
風
風
ぺ
業
風
の
ポ
〃

｜
扇
一
扇
小
小
小
大
．
’
扇
一
局
扇
一
局
一
扇
．
一
一
屏
宮
エ
岩
一
扇
一
扇
一
扇
．
宮
宮
小
屏
屏
云
大
大

風
風 １０３．５ｃ１ｎ

９８．６

９７．２

９５．８

９９．２

１０２．２

９６．６

１００．６

５２．２

１２８ｋ,

１３６

１１７

１３２

１２３

5．３

6．９

１０

１２

１６

１３４

１３．６５

１２．３

１２５９８．５

９３．３

１０２．８

９９．０

１９．３９

１０４．５

９８．５

１０３．６

１００．３

１０２．０

１９．６６

１９．６６

４９．２

６３．７

９０．６

１０３．６

９３．７

１９．７

８２．３

８４．７

９５．９

８８．１

１００．１

1６

7．２

１７

２７

８．４

６

1，２５７

１３９

１５９

１４２

１３１

１，３６１

１，３６１

2４

９．１６

９．２５

２７

２８

１１．２

１１．１０

５８．１．１

４
４
１
７
４
２
２

１
１
１
９
２
１
６

１
１
１

１
１
１

－１０－



３再捕

再捕結果を表１０に示した。本年は８頭の亀が再捕され、うち２頭が産卵回帰で５頭が日本本土へ

の索餌回遊である。父島で放流した一頭は静岡県熱海市で再捕され、再放流後東京都神津島で採捕さ

れた。

今迄の再捕例の中で再々捕は小笠原→三重県→三宅島の１例かある。小笠原から北上し、本ﾘ､Ⅱ太平1【羊

岸に到達し、更に南下し伊豆諸島へ回遊する。他の再捕例と考え併せて、明らかに索餌回遊は西から

東へ、そして南へ、との傾向がうかがえる。

表１０再捕結果

再捕

年月日
放流年月日 放流場所 再捕場所 経過日数 甲長 体重 標識番号

父島
大村

〃

水産センクビー

〃

屏風谷

〃

小 港

〃

屏風谷

〃

小 港

静岡県
熱海市

父島
屏風谷

島
浦
島
ぺ
県
町
県
市
県
市
県
賀
島
マ
県
岬

ぺ岡価岡梅崎向知辨津川知戸
父
一
扇
父
．
静
南
静
熱
宮
日
高
播
神
〈
高
室

54.10.5 57.4.25 黄５６３

〃２５０

〃６７７（３才）

〃６９１－１９１＊

55. 〃６．４

56.11.7 〃５．２９

57.11.1 〃６．１９

〃４．３ 〃４．３０ 〃６９４－６

〃５．３ 〃１１．３ 〃６９９－赤１９９

〃６９１－１９１＊〃６．２ 〃７．８

5６．１１．７ 〃９．１

＊同一個体

４飼育試験（標識放流用１才亀の養成）

１）材料及び方法

（１）供試亀

昭和５７年８月２日から８月８日にかけて人工ふ化した仔亀９７６頭（平均体重２８０９）を

用いた。

（２）飼育期間

飼育期間は昭和５７年８月１０日から昭和５８年１月２０日左での１３３日間である。

－１１－



（３）飼育水槽

仔亀の成長段階に併せて次の水槽を使用した。

タテ１ｍ×ヨコ１．５ｍ×水深0.3ｍ６面コンクリート水槽

〃３ｍ×〃１ｍ×〃0.3ｍ３面〃

〃４５ｍ×〃１．５ｍ×〃０．３，１面〃

（４）絵水

ろ過装置を通さず原水そのままを使用した。

（５）飼料

ウミガメ用粉沫飼料（日本配合飼料製）にイワシ、サバ等の魚肉ミンチを等重量に加え、更に

外割りで海水１０％を添加した飼料とウミガメ用ペレット（日本配合飼料製）を与えた。

他に適宜魚肉（サバ・磯魚等）・野菜ぐずを与えた。

（６）給餌方法

給餌は飽食給餌とした。給餌回数は、午前８時より午後５時まで、摂餌状態により２～５回と

した。

（７）飼育個体及び水温の測定

毎月１回、総飼育頭数の１０％について直甲長、体重を計測した。又飼育水槽の水温を毎日午

前９時に測定した。

（８）疾病予防のための薬浴

飼育開始時、ヨード剤（イソジン１０％溶液・明治製菓製）の１％、２分間の薬浴を行った。

疾病予防・治療のため、過マンガン酸カリウム１～１０ｐｐｍ･オキシテトラサイクリン（水産用

テラマイシン）・フラン済・淡水浴および坑生物質の経口投与等の治療を試みた。

2）結果

飼育結果を表１１、飼育水槽の水温変化と成長（平均体重と範囲）を図５に示した。

本年度は生海水をそのまま使用したため荒天時には、飼育水槽内に砂礫が混入し著しく飼育環境

を悪化させた。飼育初期より疾病か発生し、８月中旬より９月にかけて発生した原因不明の皮ふ病

により62頭が死亡し、９月上旬より１０月上旬に発生した口腔内腫瘍により５２頭が死亡した○更

に10月中旬に発生し翌１月には全飼育頭数の８０％か感染した皮ふ膿瘍病により１７７頭か死亡し

た。これらの疾病について、過マンガン酸カリウム・フラン剤などの薬浴や抗生物質による経口投

与をどの治療を試みた（図６参照）。

本年度発生した疾病の経過．試みた治療方法を表１２に示した。成長については、飼育１カ月後

の平均体重は１１０９と良好であったか、疾病の発生にともない成長か低下し翌１月測定時におい

て３９８９（前年比６０％）にとどまった。

－１２－



表１１飼育結果（昭和５７年８月１０日～昭和５８年１月２０日）

昭和５８年
１月２０日

２４９

１３７

１０

０

２６．５

３９８．２

１３．２２

３，１３５．７

３５，４５０．０

８．９

１０８計
５０９ ４５２ ３９２９７６ ６２９

５１１６７ １２０

。:･２８０

■

・１００

７２６ ５２．２ ４０．６

２８０ １１０．９ １７４．８ ３０６１ ３６８．２

５．１６ ８．１１ １０．０４ １１．９５ １２．７０

５８５１２５ １８４２４．０５６２３１．０ ３４２３６．２

1１２６５０．０ ５６２１０．０５６４７０．０ ５０３４７．５

６８．０

３９６ １５８ １７５ １２０

成長倍率今月体重／前月体重
別試験のため移動した。

台風９号により飼育水槽より流出した。

※１

※２

※３

℃

ｊ

頂
司
來
■
℃
く

LｌＣ

１
Ｊ

Ｆ
」

図５飼育水槽の水温変化と成長
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５
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１０
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図６皮ふ膿瘍病・ガス膨張病による蕊死数について
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表１２発生した疾病の病状・経過と試みた治療方法

病名 病状・発生経過 試みた治療方法

頭 ,

℃
（
ｂ
ｑ
》

ｏ
】
ｈ
ｌ
ｏ
』

四肢．特に前肢裏面・腰
部・頚部に径０．５DMZ前後
の白色～淡黄色を呈した
突起状の斑点か一様に広
がる。外傷は無い。感染
力は高く、短期間に多量
の繋死をみる。

原因不
明の

皮ふ病

８月中旬
ノ

９月中旬

過マンガン酸カリウム

１０ｐｐｍ、フラン剤１～
１０ｐｐｍの１２時間薬浴
とオキシテトラサイクリ

ン（水産用テラマイシン）
の経口投与も試みが、殆
ど効果は見られなかった。

患部の除去を行いオキシ
テトラサイクリン（水産
用テラマイシン）１０噸
／k,（体重）の経口投与、
過マンガン酸カリウム

１０ｐｐｍ１２時間の薬浴
を行った。更に重症個体
は、オキシテトラサイク

リン０．０５％・１２時間
の薬浴を行った。

突発的に発生するので対
応が困難。

２４

ノ

１００

６２

８月下旬
ノ

１０月上旬

口腔内粘膜（食道入口）
かチーズ状の惨出物に被
われ、摂餌不能になり蕊
死する。Aeromonas

hydrophilaが原因とさ
れる。９月上旬に発病し、
中旬には６０～８０頭罹
患していた。

口腔内
腫瘍

７１

ノ

２１５

５２ ２６

ノ

２８

２４１
ノ

２６

病状は昨年度報告書参照。
蝿死状況は１０月中旬よ
り１１月上旬にかけて連
続的に発生したが、他は
散発的であった。

９月下旬
ノ

翌１月上旬

ガス膨
張病

１８ １１０

ノ

３６０

発病初期過マンガン酸

カリウム１０ｐｐｍ１２
時間浴により一時的に病
状はおさまった。しかし
１１月下旬からは、前記
の他にオキシテトラサイ

クリン（水産用テラマイ
シン）浴・淡水浴を繰り
返したが効果は見られた
かったのでポピッドソリ

ード（イソジン）１０％
溶液により患部の塗布を
行った。

病状は昨年度報告書参照。
１０月中旬より下旬に発
生し、１１月中旬から次
第に艶死し始めた。特に
１２月以降は大量酪死が
あり、１月中旬以降全飼
育数の８０％以上か罹病

するに至った。本病は発
生より蜷死までの期間は

長く病状（患部の拡大）
の進行により運動障害等
を起し蕊死した。又治療
により一時回復した場合
も、高い確率（３～５日
以内）で再発した。

１０月下旬
ノ

翌１月以降

皮ふ
膿瘍病

１７７ １１０

ノ

５２０

２１

ノ

２６

3）者察

本年度の飼育試験は、昨年同様疾病の予防に努めたが、多くの疾病か発生し予防方法に問題を残

した。疾病か発生した原因として考えられる事は飼育環境の悪化であった。まず給水について、ろ

過器を通さず、直接海水を給水したため水槽内へ砂礫か混入し、海上荒天時には水槽透明度１０Cl7Z

以下の日か続き、絵水量も平常時の1／4～1／2前後となり著しく水質を悪化させた。次に飼育密

度は、昨年比１．４～１．８倍と比較的高密度で飼育したため疾病の発生・感染を早める結果となった

と考えられる。
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(1)飼育初期に発生した皮ふ病

飼育初期に四肢などに白点を生ずる皮ふ病は、過去に何例か発生していた。しかしいずれも感

染力・死亡率も低く、約１カ月前後で自然治癒していた。従って本病発病時に特別な処置を行わ

ず、約２週間程放置した。その後９月に入り、次第に墜死し始めたため、過マンガン酸カリウム

・フラン剤等の薬浴・抗生物質の経口投与の治療を試みたが、効果は明らかでなかった。病状で

は、外観は白点の他見られず、各内臓器も異常は見られなかった。原因について不明であるか、

感染力・死亡率の高さから考え、細菌又はウイルス類による疾病と考えられる。

(2)口腔内腫瘍（マウスロート）

本年は前記の疾病と発生が重複したため、発見が遅れ抗生物質（水産用テラマイシン）の経口

投与など十分な治療効果を上げられたかった。

(3)ガス膨張病

発生時期・経過等昨年度と同様な傾向が見られるので比較すると（図６参照）本年度は９月中

旬より翌１月にかけて散発的に発生したが、昨年とほぼ同時期９月中旬より１１月に集中してい

る。水温水質をどの飼育環境か飼料か今後の検討が必要である。

(4)皮ふ膿瘍病

ガス膨張病同様、昨年と比較して見ると（図５表１３参照）、飼育水温は１０月上旬左で２６

～２８°と安定しているが、１０月中旬より低下し、１１月下旬以降は２０～２４℃まで低下し

ている。飼育水温と発病について、本病と類似するクレイ・パッチ病では、水温２５.前後の変化

と高い関係があると言われている。本病も水温低下が始まる２４゜～２６.前後の１０月中旬の発病

が昨年・本年度共に見られ、水温の変化の大きい１１月以降に病状が進行している。従って、本

病を予防する上で、水温２５.前後の１０月中下旬の管理か重要と考えられる。又飼育密度に関し

ても、クレイ・パッチ病では高密度の飼育により咬み合いや餌の取り合いによって、亀にストレ

スが生じ内分泌障害を起し発病するとされている。本年度は昨年比1.4～１．８倍の密度で飼育し

たため、咬み合いの頻度が高く、本病の発生・感染を早めた原因の一つと考えられる。

以上、本年発生した疾病であるが、いずれも昨年度に比較し飼育環境の悪化が多くの疾病を発

生させ、大量蝿死につながった原因と考えられる。今後飼育施設・設備の充実を計りより良い飼

育環境を作り出す事が、課題となろう。
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表１３昭和５６．５７年度の皮ふ膿瘍の発生・感染経過

昭和５７年度

１０月１６．１７日に発見・罹病亀

を隔離した。

昭和５６年度

１０月１３日に発見・隔離した。疾病発見

時期・状況

疾病の進行状況 １１月中旬より下旬にかけて感染が

広がり、病状か進行、蕊死が次第に

見られる様になり、罹病頭数４０～

５０頭前後を隔離した。

１０月中旬より１１月下旬にかけて

病状がゆっくり進行し、罹病亀約

３０頭を隔離した。

最初の死亡月日 １０月２４日２頭 １１月２３日１頭

死亡最盛期 １２月５日～翌１月２０日 １１月２３日～１２月１７日

治療経過 １０月４．５日フラン剤にて薬浴

〃１１日過マンガン酸カリウ

ムにて薬浴

１５日〃・罹患亀

の隔離

１１月２日過マンガン酸カリウ

ム・薬浴

１１月２９．３０日過マンガン酸カリ

ウム・薬浴

１２月９日〃

１２日〃－部

オキシテトラサイク

リン経口投与

１７日オキシテトラサイク

リン経口投与

２１日過マンガン酸カリウ

ム薬浴

翌１月４日以後３～４日おきに

過マンガン酸カリウ

ム薬浴・淡水浴を繰

り返す。

１０月５日 過マンガン酸カリウ

ムにて薬浴

オキシテトラサイク

リンの経口投与

過マンガン酸カリウ

ム・薬浴

同上

オキシテトラサイク

リンの経口投与

過マンガン酸カリウ

ム薬浴

〃２６日

２７日

１１月１６日

１１月３０日

１２月５日

飼育状況 1.2ｍ×１．５ｍ×０．３ｍ水槽６面

に各８０～９０頭

９ｍ×１．５ｍ×０．３ｍ水槽２面に

２２０～２３０頭（うち１面はつき）
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4）引用文献

（１）東京都水産試験場（１９８１）昭和５６年度指定研究アオウミガメの増殖技術改良に関す

る研究

（２）動物園水族館協会編（１９７６）両生ハ虫類の病気・飼育ハンドブック

（３）HaroldHaines（１９７８）AHerpesvirusDiseaseofGreenSeaTｕｒｔｌｅｉｎ

Ａｑｕａｃｕｌｔｕｒｅ

（４）〃（１９７６）ＧｒａｙＰａｔｃｈＤｉｓｅａｓｅｏｆＧｒｅｅｎＳｅａＴｕｒｔles

（５）John．Ｅ・ｃｏｏｐｅｒ＆Oliphant,Ｆ,Jackson（１９８１）ＤｉｓｅａｓｅｏｆｔｈｅＲｅｐｔｉｌｉａ

ＶｏＬ１

（６）大分県内水面漁業試験場（１９７７～１９７９）指定研究病害研究（スッポン）

５天然産卵状況

前年同様、小笠原海域におけるアオウミガメの

天然産卵に関する調査を実施した。各島における

調査回数・精度が異なるので、ここでは単に確認

された数字を記録した。実際の産卵数はこれより

多いと考えられる。

（１）聟島列島海域

８月１９日、北の島・聟島・嫁島の計１１ケ

’所について調査したところ、４ケ所で産卵がみ

とめられた。全海岸の総上陸頭数３９頭のうち

産卵頭数１２頭であった。各海岸の上陸・産卵

状況を表１４に示した。

（２）父島列島海域

５月１２日から９月２１日にかけて廷３９日

表１４聟島列島海域における産卵状況

頭頭

LJⅡ

８
０
１
５
０
６
０
１
２
６
０

１

間調査を実施した。図６に調査地点を示したが、

３３地点のうち、産卵のおこなわれた海岸か２０地点、上陸したが産卵のおこなわれなかった海岸

が６地点、全く上陸の認められなかった海岸が７地点で、全体の６割の海岸で産卵が認められた。

一方、総上陸廷頭数２６６頭（前年３６９頭）、産卵廷頭数９９頭（前年１０１頭）で、平均産卵

率３７２％（前年２７．４％）であった。調査地点別の産卵状況を表１５に示した。上陸頭数の最も

多かった地点は、北初寝の３５頭で次いで境浦（３１頭）、ジニービーチ（２４頭）、弟島東海岸

（２２頭）の順であった。又、産卵頭数の最も多かった地点は境浦の１７頭で、次いで北初寝(１５
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頭）、南初寝（１２頭）、ジニーピーチ（７頭）の順であった。一方産卵率の高かった地点は大村

海岸・小浜の１００冊であったが、これらの地点はいずれも上陸頭数．産卵頭数の少ない地点であ

った。月別の上陸頭数一産卵頭数・産卵率を図７に示した。昨年に比べ産卵・上陸頭数が１カ月ず

れているが、盛期はいずれも７月であった。

表１５父島海域における産卵状況Ａ：上陸頭数Ｂ：産卵頭数

形

》Ｍ’調査地点

'一

頭
０
６
２
６
０
０
８
０
０
３
４
１
８
８
３
１
０
３
１
４
０
４
２
４
３
４
７
２
４
２
１
５
０

２
２

３
１

２
１

１
２
３

頭

’･半蔵浜

２･黒浜

３．束海岸

４・ウグイス浜

５．人丸島

６．タマナピーチ

７.間浜

８．万作浜

９.宮ノ浜

10･木村海岸

11．屏風谷

12.境浦

13.二業地

14.扇浦

15．小浜

16.松山

１７.野羊山下

18.焼場浜

'9.コペペ浜

20.小港海岸

21．鬼海岸

22.豚海岸

２３．ジョンピーチ

２４．ジニーピーチ

25.南島

26.巽西海岸

27．〃中〃

28．〃東〃

２９．ポックスピーチ

30.石浦

３１.南初寝

３２.北〃

33.東島

計

０
３
５
１
０
０
５
８
０
０
１
８
７
５
１
０

１

０
０
１
３
０
０
２
８
０
０
１
７

１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０

３
６
２
０
０
１
４
０
３
２
４
１
１
１
１
０
０
４
２
０
０
０
６
２

０
１
０

０
２
０

０
４
１

０．０

１８２

１６．７

１
１

０
１

２
５

３７．５

３５．０

１
１

３
７

３
０
３
０
１
１
０

３
０
７
１
２
３
０

１

０
０
８
５
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●

０
０
４
２
５
０
０

０
５
１
２
０

１
１

０
９
１
０
１

０
３

２ ２

０

１
０
０
０
３
１
０
０
２
０
２
４
１
０
９
０
０
４
８
０

１

１
１

１
１

０
５
１
０
２
２
６
５
３
７
３
４
２
４
１
０

１
１
１

１
１

３３．３

５４．５

７５．０

１
６
３

３
２

１
１

１
０

２
０
２
１
０
３
１
１
０
６
４

３
０
６
６
０
３
２
１
０
２
５
１
１

１

０
０
０
２
０
９
７
０
０
１
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
０
５
６
０
２
６
５
０
７
２

７
２
４

４
１
２

５
４

４
１

０
２
０

１ １ １

１

２
３

４
７

１

１
１

３ ３

２７．４

３７．２

※計の上段は前年の結果、斜線部は未調査を示す。
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Ｃ・・
●

Ｉ

西島

エエ

Iａ 東島

】江、

:讃島

k、

図７父島列島海域の産卵海岸（数字は産卵海岸表１５参照）
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産卵巣１３ケ所についてふ化状況を調査したところ表１６の結果が得られた。産卵数か大幅に異

なるが前年に比べふ化率がひじょうに高くなっている。

表１６天然の産卵巣におけるふ化状況

１９８１

１１，８５６

１０４

３，４５０

２９．１

項 目 １９８２

１１７８粒

９１粒

９０９頭

７７．２％

総卵数

１巣当り平均卵数

ふ化数

ふ化率

(3)母島列島海域

６月１８日母島周辺の１２ケ所の調査を実施したところ２ケ所で産卵を確認した。総上陸頭数

１０１頭、産卵頭数２頭で平均産卵率２％となり、同時期の父島海域に比べると上陸頭数こそ多

いが産卵率は低くなっている。

調査地点別の産卵状況を表１７に示した。

表１７母島海域における産卵状況

産卵率産卵頭数上陸頭数地点

頭 ％頭

沖港

ホウライ浜

ワイピーチ

南崎

二子島

平島黒浜

南浜

北浜

向島コペペ

小港

姉島北浦

大崩

計

０
０
８
２
４
８
１
７
２
４
５
０

１
１

２
１
１

６
０
０
０
０
０
０
０
０

●
、
●
●
●
●
●
●
●

５
０
０
０
０
０
０
０
０

５

１
０
０
０
０
０
１
０
０

2.0２１０１
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Ⅲ３ヶ年の研究結果から得られた問題点および課題

１ふ化率の向上

戦前のふ化率は、平均２６．１％（大正３年～昭和１４年）であったか、この３年間（昭和５５～５７

年）は５０％以上を示した（表１８）。

天然産卵場の卵はスナガニ等の食害や高波などにより、ふ化率は極めて低いと推測される。このた

め、これらの卵を集卵・ふ化することにより放流数を増加させることか必要である。但し、現在の人

工ふ化方式は砂場を利用しているため、天候に左右されるので、昭和５５年度に試みたふ化箱の実用

化をはかる必要があろう。

２１才亀の飼育

将来の回帰率を高めるためには、大型サイズの仔亀の放流が必要であるが飼料・疾病の問題があっ

た。３ヶ年の飼育試験により、飼料については配合飼料実用化の目途が立ったが、疾病については、

原因不明の皮ふ病・口腔内腫瘍・ガス膨脹病・皮ふ膿瘍病などが多発した。これら疾病については、

薬浴等も有効であるか、その予防には飼育環境か大きなウエイトを占めているようである。

３標識放流

小笠原で放流した亀の多くは日本の関東以南の太平洋沿岸に索餌回遊するが、日本海（秋田）での

再捕記録もある。索餌後は小笠原海域に回帰することが想定される（図８）。親亀の再捕率は高く２５

％以上、未成熟亀では更に高く３６％以上に達した（表２０）。

アオウミガメは広域にわたり長年月回遊するので、長期間脱落せず、しかも大量処理が可能な標識

の開発か必要である。

４回帰状況の解析

戦前の放流数と再補数の相関係数は５年前放流０．３７５，６年前放流０．２８８，７年前放流０．３９４，

８年前放流０．０７９であり、戦前の年平均１，５００頭前後の放流量では相関は認められたい。今回３

ケ年間に１９，０５８頭（年平均６，３５２頭）を放流したか、回帰状況の解析のためには、更に大型仔

亀の放流数を増加する必要かあろう。

５未成熟亀の生態解明

伊豆諸島・南西諸島に多くの未成熟亀が生息しており、これらの一部は小笠原産であることが標識

放流によって明らかになっており、これらの追跡調査も今後必要であろう。在允、アオウミガメの保
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護規制は各県まちまちであるので、甲長制限、卵の保護等全国規模での統一も必要となろう。

度
度

頭
㈹
１

上
陸
頭
数

ｓｏ

頭
卯

産
卵
頭
数

船
㈹１

産
卵
率

ｓｏ

５
グ

６
グ

Ｚ Ｓ９月

図８父島列島海域における上陸頭数、産卵頭数、産卵率の月変動
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表１８種苗生産

昭和５７年度昭和５６年度昭和５５年度 ３ヶ年計

１０５

３６，４４８

項目

採卵用親亀数

採卵数

平均産卵回数

理卵数

ふ化数

ふ化率影

３７

１６，１６５

４．２

１５，９３７

９，５５５

６０．０

４１

１３，４２８

３．２

１３，２６５

７，２４７

５４．６

２７

６，８５５

３．６

６，４７４

４，０７９

６３．０

３５，６７６

２０，８８１

５８．５

流表１９放

昭和５６年度 昭和５７年度 ３ヶ年計

１８，７８０

１７７

１８

８３

１９，０５８

昭和５５年度項目

無標識放流（0才）

標識放流（１才）

（未成熟亀）

（親亀）

計

８，８３５

(５ケ月後２６０）

６

４，０１３頭

２５

６

２６

5，９３２

１４６

４

１９

８

３８

６１０１4，０７０ 8，８８７

捕表２０再

昭和５７年度

２

３６．７％

６

２

４

２６．０影

１６９（９０）

４４（３３）

昭和５６年度昭和５５年度項目

未成熟亀

再捕率

親亀

産卵回遊

索餌回遊

再捕率

昭和４８年以降放流数

再捕数

１

３６．５％

２

４０．８％

７

４

３

２５．３％

６

１

５

２９．２’1う

１５０（８５）

３８（３１）

Ｊ
ｊ

６
１

７
３

く
く

６
１

０
３

１

（）内は未成熟亀
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４０９
再捕地点
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図９３ヶ年の標識放流亀の再捕結果
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